
 

カ
ラ
オ
ケ
の
鈴
木
さ
ん 

真
剣
に
マ
イ
器
作
り 

受
講
を
受
け
る
研
修
者 

行
進
を
す
る
野
小
児
童 

交
通
安
全
を
願
い 

                 

  
 

地
区
芸
能
祭
が
七

月
二
日
（
日
）
野
木
沢

自
治
セ
ン
タ
ー
野
外

ス
テ
ー
ジ
を
使
い
本

年
度
も
開
催
し
ま
す
。 

そ
れ
ら
に
伴
う
芸

能
祭
実
行
委
員
会
を

五
月
中
旬
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
当
日
の

出
演
者
や
出
店
等
に

つ
い
て
は
、
そ
の
席
上
で
各
代
表
者
に
お
願
い
す

る
予
定
で
す
。
協
賛
団
体
、
参
加
団
体
、
地
域
住
民

の
方
々
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

田

島

万

古

焼 
 
 

勝
三
窯 

手
づ
く
り

教
室 本

年
も
移
動
教
室

を
実
施
し
ま
す
。
是

非
参
加
し
て
手
ひ
ね

り
に
よ
る
、
世
界
に

た
っ
た
一
つ
の
マ
イ

器
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。 

日
時
；
平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
（
日
） 

場
所
；
南
会
津
町 

田
島
万
古
焼
、
「
勝
三
窯
」 

申
込
定
員
；
先
着
四
十
名 

申
込
先
；
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六-

四
九
三
九 

移
動
手
段
；
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台 

参
加
費 

；
三
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
込
） 

申
込
締
め
切
り
日
；
六
月
三
日
（
土
） 

※
回
覧
資
料
に
て
申
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 野
木
沢
自
治
セ
ン

タ
ー
企
画
推
進
委
員

長
近
内
光
慶
さ
ん
に

よ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
今
年
も
開
講
し
ま

す
。 

文
書
作
成
の
た
め
の

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ

ー
ド
二
〇
一
〇
の
初

級
・
中
級
ク
ラ
ス
を

四
回
開
催
し
ま
す
。 

前
期
実
施
日
は
六
月
十
五
日
、
二
十
二
日
、
二
十
九

日
、
七
月
六
日
の
各
木
曜
日
に
行
い
ま
す
。 

募
集
人
員
は
先
着
十
名
で
受
講
料
は
四
回
分
で
一

人
千
円
で
す
。 

申
込
み
は
、
五
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で
、
野
木
沢

自
治
セ
ン
タ
ー
（
電
話
二
六-

四
九
三
九
）
ま
で
連
絡

願
い
ま
す
。 

 

野
小
大
運
動
会
と
交
通
安
全
・
防
犯
鼓
笛
パ
レ
ー 

ド
が
同
日
開
催
と
な
り
ま
す
。
区
長
会
長
近
内
光
裕
、

防
犯
協
会
長
佐
藤
秀
樹
、
交
通
安
全
協
会
野
木
沢
分

会
長
二
瓶
光
男
、
野

木
沢
青
少
協
会
長

宗
形
兼
徳
に
よ
る

交
通
安
全
・
防
犯
鼓

笛
パ
レ
ー
ド
が
五

月
二
十
日
、
野
小
大

運
動
会
の
午
後
に

開
催
と
な
り
ま
す
。

各
関
係
機
関
並
び

に
各
団
体
、
各
関
係

者
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

交
通
安
全
と
地
域
の
安
全
を
願
い
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン 

交
通
安
全
協
会
野
木
沢
分
会
二
瓶
光
男
会
長
よ

る
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
安
全
運
転
、
地
域
住

民
の
安
全
を
願
い
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
四
月
十

日
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
道
一
一
八
号
線
藤
田
城
入
口

で
交
通
安
全
指
導
隊
、
母
の
会
、
交
通
安
全
協
会
役

員
、
各
区
長
と
石
川

警
察
署
三
名
の
総
勢

二
十
七
名
で
、
幟
旗

や
交
通
安
全
プ
ラ
カ

ー
ト
を
掲
げ
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

石
川
方
面
二
百
六

十
四
台
通
過
、
須
賀

川
方
面
か
ら
は
二
百

六
十
一
台
が
通
過
し 
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        宗 形 兼 徳 

地
区
芸
能
祭
が
七
月
二
日

）

日

(

開
催 

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
講
し
ま
す 

本

年

度

の

移

動

教

室 

 

田

島

万

古

焼 

野
小
運
動
会
と
鼓
笛
パ
レ

ー

ド
同
日
開
催 



議
会
場
で
集
合
写
真 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん 

 両
方
面
と
も
全
台
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
さ
れ
て
お
り
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

二
日(

火)
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議
（ 

三
班
） 

一
〇
日(

水) 

ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会 

十
一
日(

木)

石
川
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯
大
会 

十
二
日(

金)

中
野
子
供
育
成
会
運
営
委
員
会 

十
三
日(

土)

野
小
P
役
員
奉
仕
作
業 

十
四
日(

日)

ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
の
販
売
日 

十
七
日(

水)

中
野
長
寿
会
地
域
奉
仕
作
業 

十
九
日(

金)

芸
能
祭
実
行
委
員
会 

二
〇
日(

土)

野
草
展
～
二
十
一
日 

 
 
 
 

 

野
小
春
季
大
運
動
会 

鼓
笛
パ
レ
ー
ド 

二
十
一
日(

日)

中
野
藤
田
城
整
備 

二
十
四
日(

水)

中
野
長
寿
会
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

防
犯
協
会
野
木
沢
支
部
総
会 

二
十
五
日(

木)

青
少
協
総
会 

二
十
六
日(

金)

野
木
沢
保
育
所
年
長
児
遠
足 

二
十
七
日(

土)

ま
ち
づ
く
り
ア
ー
ト
田
田
植
え 

二
十
八
日(

日)

ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
の
販
売
日 

曲
木
区
民
大
運
動
会 

三
十
一
日(

水)

の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議
（ 

四
班
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

野
木
沢
地
区
区
長
会
長 

近
内
光
裕 

中
野
区
長 

地
区
保
健
衛
生
会
長 

矢
吹
重
光 

曲
木
区
長 

ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
会
長
近
内
光
裕 

中
野
区
長 

〃 
 
 
 

会
計 

二
瓶
清
正
セ
ン
タ
ー
事
務
長 

野
木
沢
駅
環
境
整
備
会
長
近
内
光
裕 

中
野
区
長 

〃 
 
 
 

会
計 

有
賀 

義 

塩
沢
区
長 

セ
ン
タ
ー
運
営
協
会
長 

近
内
光
裕 

中
野
区
長 

青
少
年
育
成
協
議
会
会
長 

近
内
一
幸
（
前
中
野
区
長
） 

※
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
※ 

 

野
木
沢
地
区
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
総
会 

ふ
れ
あ
い
の
広
場
「
の
ぎ
さ
わ

の
会
」
総
会
が
四
月
七
日
（
金
）

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
活
動
報

告
及
び
決
算
報
告
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
特
に
好
評
だ
っ
た
活

動
は
、
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
年
度
も
利
用
者
会
員
が
参
加
し
や
す
い
内
容
と

な
る
様
協
力
員
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
各
セ
ン
タ
ー
職
員
が
計
画

し
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

野
木
沢
地
区
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
ぎ
さ
わ
会 

野
木
沢
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
の
広
場
「
の
ぎ

さ
わ
の
会
」
は
、
第
二
班
近
内
博
徳
班
長
に
よ
る
「
お
花
見
会
」

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
、
協
力
員
、
各
セ
ン
タ
ー
職

員
含
め
、
総
勢
三
十
一
名
（
う
ち
利
用
者
会
員
十
九
名
）
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
花
見
は
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
を
午
前

十
時
に
ス
タ
ー
ト
、
あ
さ
ひ
公
園
～
高
田
～
北
町
～
石
川
中
学

校
～
石
川
町
商
工
会
～
石
川
消
防
署
松
木
下
を
周
遊
。
そ
の
後
、

役
場
新
庁
舎
見
学
、
総
務
課
長
か
ら
役
場
庁
内
の
説
明
を
受
け

議
場
に
て
加
納
町
長
よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
又
、
町
長
室
で
は
、

町
長
と
記
念
写
真
を
撮
っ

て
参
り
ま
し
た
。 

今
回
の
昼
食
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

ち
ら
し
寿
司
、
お
ひ
た
し
、

吸
い
物
、
団
子
も
添
え
ら
れ

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

次
回 

五
月
一
〇
日
（
水
） 

三
班
長 

有
賀 

義
さ
ん

担
当
で
す
。
（
テ
ー
マ
は
保

育
所
と
の
交
流
） 

 

二
瓶
匡
野
木
沢
自
治
セ

ン
タ
ー
長
退
任
あ
い
さ
つ 

区
民
の
皆
様
に
お
世
話

に
な
り
八
年
間
勤
務
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
こ
れ
ひ
と
え
に
区
民
皆
様
の
協
力

と
ご
厚
情
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
区

民
の
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
退
任
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 新

セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ 

二
瓶
匡
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
長
の
後
任
と
し
て
、
四
月
一

日
よ
り
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し
ま
し
た
宗
形
兼
徳
で
す
。 

前
セ
ン
タ
ー
長
同
様
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

五
月
の
野
木
沢
地
区
行
事
情
報 

野
木
沢
地
区
区
長
会
長
に
近
内
光
裕
さ
ん
選
任
さ
れ
る 

 


